




要約: 143 人の境界知能(70≦IQ<85)を有する子どもの臨床的特徴を検討した。対象児

は,DSM-Ⅲ-R の第 I 及びⅡ軸診断により,82 人の広汎性発達障害(PDD)群,14 人の特異的発

達障害(SDD)群,5 人の注意欠陥多動性障害(ADHD)群及びそれらの合併のない 42 人の純型

境界知能(PBlF)群の 4 群に別れ, いずれの群でも男子が女子より多かった。PBIE は PDD

よりも SDD 及び ADHD に近縁の状態で,広義の学習障害に含まれるものであり, PBIF の研

究は学習障害概念の明確化と対応法の確立に必要である。


